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ドライシェルフ 

お買い上げありがとうございます。 
 

この度は、弊社製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。 

本製品をより安全に、また良好な状態でご使用いただくために『取扱説明書』をお読み 

になって、正しくお使い下さい。 

『取扱説明書』をお読みになった後は、お使いになられる方がいつでも見られるところ 

に大切に保管して下さい。また、製品を譲渡されたり、貸与されるときには新しく使用 

者となられる方が安全で正しい使い方を知るために『取扱説明書』を製品本体の目立つ 

ところに添付して下さい。 
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安全上のご注意 
この取扱説明書では製品を安全に、正しくご使用いただき、事故や損害を未然に防ぐため、安全上特に注意す

べき事項についての情報を、その重要度や危険度によって下記のような警告表示で定義しますので、これらの

指示に従って、安全にご使用いただくようお願い申し上げます。 

 

各警告表示の定義 

 

取扱いを誤ると、死亡または重症を負う可能性があります。 

 

取扱いを誤ると、重度の人身事故・製品の破損の原因となることがあります。 

 

取扱いを誤ると、軽度の人身事故・製品の破損の原因となることがあります。 

 

安全を確保するために注意が必要な事項。 

いずれも、安全に関する重要な内容を記載していますので、必ずお守り下さい。 

 

 

安全確保の図記 

 

特定しない、一般的な注意、警告、禁止

事項 

 

分解及び改造により感電などの傷害が

起こる可能性がある場合の禁止 

 

機器の特定の場所に触れると傷害が起

こる可能性がある場合の禁止 
 

感電の危険性の注意 

 

高温による傷害が起こる可能性がある

場合の注意 
 

破裂、爆発の危険性の注意 

 

指を挟みこむ危険がある場合の注意 

 

ファン等に巻き込まれる危険性の注意 

 

特定しない一般的な使用者の行為 

 

アース線の接続の指示 

 

 

危険 

警告 

注意 

お願い 
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＜設置上の安全に関する注意＞ 
製品の設置にあたっては、安全な使用と製品の機能を十分に発揮させるため、次の項目をよくお読みの上、適

切な場所をお選びください。 

 

 

・近くに引火性の固体・液体・気体のないところ。 

・周囲温度が５～３５℃以内のところ。35℃以上のところは絶対に避けてください。 

 

 

下記の条件を満たすところでご使用下さい。製品の劣化、故障の原因になります。 

・結露しないところ。 

・水平で安定したところ。 

・直射日光のあたらないところ。 

温風ユニット付をご購入の場合 

・電源コードは足を引っ掛けないようなところに取りまわしてください。           

また、アースは必ず接続してください。 

※本品を屋外で使用する事はさけてください。 

 

＜使用上の安全に関する注意＞ 

 

 

・改造及び分解はしないでください。改造及び分解したものを使用して事故がおきた場合、当

方は一切の責任を負いかねます。 

 

・爆発事故・火災事故を避けるために、本体シェルフ内には爆発性物質・引火性物質を絶対に

入れないでください。又、それらを含んだり、付着した容器なども絶対に入れないでくださ

い。 

 

・容器や資料などを紙などの可燃物に包むなどして、庫内に入れないでください。 

・本機の上に物を置かないでください。 

・作業台として使用しないでください。 

・洗濯物などの乾燥には使用しないでください。 

・熱に弱い容器を入れないでください。 

温風ユニット付をご購入の場合 

・安全上、無人環境での運転は行わないでください。 

・空気吸い込み口はふさがないでください。 

 

温風ユニット付をご購入の場合 

・温風ユニット付をご購入の場合、アースは必ず接続してください。 

 

 

 

 

 

 

警告 

警告 

注意 
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＜使用上の安全に関する注意：温風ユニット付の場合＞ 

 

 

・運転中及び運転直後の温風吹き出し口は、高温になっていますから、手を触れない様にして

ください。ヤケドをする恐れがあります。 

 

・温風吹き出し口を、試料や容器などでふさがないでください。異常加熱による火災事故の恐

れがあります。 

・濡れた手でのスイッチ操作やタイマの設定変更はしないでください。 

・運転中頻繁に電源スイッチを OFF にして、ヒーターとファンを同時に停止させると、ヒータ

ーの寿命を縮める事になりますから、避けてください。 

・タイマ動作中に時間レンジや時間単位を切替えないでください。誤動作や故障の原因になり

ます。切替える場合は、必ず電源を切ってください。 

・タイマがタイムアップするとヒーターのみが OFF になります。ファンはそのまま作動しつづ

けますから、必ず最後に電源を OFF にして、ファンを停止させてください。 

・タイマの外装は、有機溶剤（シンナー、ベンジンなど）、強アルカリ、強酸性物質に侵され

るため、これらの薬品等で拭かない様にしてください。 

 

・定期的に吸い込み口のフイルタの清掃をエアーダストや掃除機にて行ってください。 

・濡れた試料・容器を入れる場合は、十分に水気を切ってから入れてください。 

・資料・容器などを入れすぎると、一部のみ高温になる恐れがありますから、入れすぎない様

にしてください。 

・時間レンジや時間単位が大きくなりますと、ダイヤル目盛りを 0にしてもタイマの特性上し

ばらく作動する事があります。 

・タイマ動作中または動作完了後にタイマの操作電源を切った場合 0.5 秒以上の休止時間を取

ってください。 

 

・長期間使用しない時は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。又、電源プラグ

を抜く時は、プラグ部分を持って抜いてください。 

 

温風ユニットには、右に示すラベルを貼りつけております 

から、警告・注意内容を必ずお守りください。 

注意 
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＜各部の名称＞ 
（温風ユニットなしの場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（温風ユニット付の場合） 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天板

支柱

ビニールカーテン

網棚

棚枠

水受トレー

アジャスター

天板

支柱

ビニールカーテン

網棚

棚枠

水受トレー

温風ユニット

アジャスター
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（温風ユニット単体） 

本体取付ブラケット(上)

兼　水滴除けカバー

ヒューズ

本体取付ブラケット(下)

保護板

吹き出し口

タイマ

電源スイッチ

吸い込み口

 
 

＜組立方法＞ 
組立作業は 2名で組立されることをお勧め致します。 

 

1、 支柱を左右各 1本下記写真のようにセットしてください。 

・アジャスターの付いてあるほうを下にしてください 

・支柱の穴が開いている面を外面に、開いていない面を底に置いてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梱包内容 

部品 数 備考 

支柱(左右) 2set アジャスター付 

棚枠 4  

網棚 3  

水受トレー 1  

天板 1  

ビニールカバー 1  

組立ネジ 16 トラス M5x6：支柱と棚枠固定用 

組立ナット 10 Ｍ4：天板とビニールカーテン固定用 

温風ユニット付の場合 （シェルフ本体とは別梱包になります） 

温風ユニット 1 本体取付ブラケット(上)(下)取付済み 

温風ユニット取付ネジ 6 トラス M5x10 
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2、 1 項でセットした支柱に、棚枠を置いてください 

・棚に置かれるものの大きさ等を考慮頂き、棚枠を適当な位置に置いてください 

 ※アシャスター側が床面になりますので、水受トレー用で棚枠の 1 つは一番下にセットしてください。 

 ※別売の温風ユニットをご使用される場合、下から 2段目にセットする棚枠は支柱に開いてある穴の 

  下から 8個目以上を利用し、適当な位置に置いてください。 

  

・付属のネジ(トラス M5x6)で支柱に棚枠を仮止めしてください 

 ※この時点ではネジを完全に締め込まないようにお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3、 棚枠内に水受トレー及び網棚をセットし、倒れてこないようにテープなどで固定してください。 

【水受トレー・網棚に関して】 

セットされる棚枠の間隔によって、本体組立後に棚枠内にセットすることが困難な場合もございます。 

ですから、この段階でセットされることをお勧め致します。 
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4、 支柱を左右各 1本下記写真のように棚枠に被せるようにのせ、付属のネジ（トラス M5x6）で 

支柱を棚枠に仮止めしてください。 

・支柱の穴が開いている面を外面、穴の開いていない面を上面に置いてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5、 本体を床面に立て、本体・格段の棚枠が水平であることを確認し、 

仮止めしていた支柱と棚枠のネジを完全に締めてください。 
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6、 天板の内側にカーテンを付属のナット（M4）で固定してください。 

※前面はカーテンレールになっておりますが、現段階ではカーテンフックにカーテンを 

 掛けないようにお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、 本体に、カーテンを取りつけた天板を被せてください。 

･天板は支柱に固定せず、置くだけです。 

注：カーテンに支柱が引っ掛かり、カーテンが破ける恐れがありますので、 

引っ掛からないように被せてください。 
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8、 最後にカーテンフックをカーテンレールのスライダーに引っ掛けてシェルフは完成です。 

・3項で棚枠に水受トレー、網棚を固定して頂いたテープを剥がしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔温風ユニット付の場合〕 
 

9、 完成したシェルフ本体の庫内右側面下段に温風ユニットを固定して下さい。 

固定用のネジ（M5x10）は温風ユニットに付属してあります。 

 

正面

ユニット固定ネジ

6箇所

ユニット

棚枠・水受トレー

 
 

 

注記 

温風ユニット付をご購入頂いた場合の温風ユニット操作方法は、 

温風ユニットに同梱の取扱説明書を参照お願い致します。 
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＜お手入れについて＞ 
清掃は、お湯又は水を硬く絞った柔らかい布で拭いてください。 

取れにくい汚れは、中性洗剤を使用し、洗剤の使用後は布で拭きとってください。 

 

 

・クレンザー（磨き粉）、シンナー、灯油、酸等、及びこれに類するものは、絶対に使用しな

いでください。 

 

 

＜仕様＞ 
 

 
シェルフ本体仕様 

外寸（mm） W730×D515×H1515 

本体フレーム 

棚枠 

天板 

スチール製・塗装仕上げ 

棚板 スチール製・塗装仕上げ 

水受トレー 硬質 PVC 製 

ビニールカーテン 軟質 PVC 製 梨地 

アジャスター Ｍ8 

 

温風ユニット仕様：温風ユニット付の場合 

ケーシング スチール製・塗装仕上げ 

ファン シロッコファン 

タイマ 最長設定時間 30 時間 

安全装置 温度ヒューズ 108℃ 過電流ヒューズ 5A 

電源電圧 AC100V 50/60Hz 

注意 
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＜製品保証について＞ 

 
 

 
原産国：日本 

2018 年 10 月初版作成 

 


